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本
書
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
、

文
献
・
現
地
調
査
を
も
と
に
筆
者
の
豊
富

な
知
識
と
深
い
洞
察
力
か
ら
考
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
過
去
に
お
い
て
崩
壊
し
た
文

明
と
同
様
の
生
態
系
自
死
（
エ
コ
サ
イ
ド
）

の
道
を
辿
る
可
能
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。
著
者
は
崩
壊
の
潜
在
的
要
因
と
し

て
、
環
境
被
害
、
気
候
変
動
、
近
隣
の
敵

対
集
団
、
友
好
的
な
取
引
相
手
、
環
境
問

題
に
対
す
る
社
会
の
対
応
と
い
う
５
つ
の

課
題
を
設
定
し
、
５
つ
目
の
課
題
と
し
て

Ｊ４

次男
い
る
社
会
の
対
応
は
ど
の
社
会
に
も
共
通

に
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
１
部
は
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン

タ
ナ
州
の
環
境
の
現
状
か
ら
始
ま
る
。
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
地
域
で
あ
っ

て
も
５
つ
の
課
題
全
て
を
抱
え
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
２
部
は
、
過
去
の
社
会
に
お
い
て
、

栄
え
て
い
た
文
明
が
そ
の
後
、
消
滅
に
至

っ
た
５
つ
の
実
例
を
考
察
す
る
。
イ
ー
ス

タ
ー
島
で
環
境
が
復
元
不
能
と
な
る
ま
で

モ
ア
イ
像
が
競
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
、
南

東
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
ピ
ト
ケ
ア
ン
諸
島
と
ヘ

ン
ダ
ー
ソ
ン
諸
島
、
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の

先
住
民
族
の
ア
ナ
サ
ジ
族
、
マ
ヤ
、
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
人
接
地
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
発
生
か
ら
衰
退
あ

る
い
は
消
滅
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い

て
複
雑
な
要
因
を
考
古
学
の
手
法
を
用
い

て
緻
密
に
解
明
・
裏
づ
け
し
な
が
ら
詳
細

に
描
か
れ
、
当
時
の
人
々
の
様
子
を
思
い

浮
か
ば
せ
る
。
脆
弱
な
環
境
の
下
、
辺
境

の
社
会
で
適
応
不
能
に
陥
り
食
糧
難
か
ら

最
悪
の
結
末
に
至
る
悲
劇
で
あ
っ
た
。
ま

た
逆
に
、
過
去
か
ら
存
続
し
て
き
た
社
会

を
挙
げ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
に

お
け
る
数
万
年
前
か
ら
の
自
立
的
生
活
の

な
か
で
営
ま
れ
て
き
た
現
地
の
条
件
に
適

し
た
先
進
的
な
持
続
的
農
業
や
人
口
増
加

の
制
限
の
取
組
、
あ
る
い
は
総
面
積
５
�

足
ら
ず
の
孤
島
で
あ
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
テ

ィ
コ
ピ
ア
島
に
お
い
て
３
千
年
前
の
入
植

か
ら
維
持
さ
れ
て
き
た
持
続
性
の
取
組
、

そ
し
て
江
戸
時
代
の
徳
川
幕
府
に
よ
る
森

林
保
全
を
挙
げ
て
い
る
。

　
第
３
部
は
、
現
代
社
会
の
環
境
問
題
と

し
て
４
地
域
を
挙
げ
て
い
る
。
ひ
と
つ
目

は
政
府
に
よ
り
扇
動
さ
れ
た
民
族
対
立
に

よ
り
発
生
し
た
ル
ワ
ン
ダ
の
大
量
虐
殺
の

要
因
は
複
雑
で
あ
る
が
、
そ
の
１
つ
と
し

て
人
口
圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
。
次
に
カ
リ

ブ
海
の
島
を
東
西
に
二
分
す
る
ド
ミ
ニ
カ

共
和
国
と
ハ
イ
チ
の
相
違
を
見
る
。
歴
史

的
に
は
宗
主
国
（
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
）

の
事
情
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
近
年
、

ド
ミ
ニ
カ
の
環
境
（
特
に
森
林
）
保
全
を

進
め
た
元
首
の
独
裁
的
手
法
を
紹
介
し
、

密
接
な
関
係
に
あ
る
両
国
の
将
来
の
最
大

の
課
題
は
協
力
関
係
の
構
築
如
何
と
す
る
。

中
国
は
、
経
済
成
長
と
と
も
に
環
境
被
害

も
拡
大
し
、
中
国
の
動
向
は
世
界
規
模
で

の
影
響
を
持
つ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
低

い
生
産
性
の
土
壌
と
不
安
定
な
降
雨
に
よ

り
農
業
は
脆
弱
で
あ
り
イ
ギ
リ
ス
本
国
を

模
し
て
持
ち
込
ん
だ
羊
は
環
境
に
適
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
う
さ
ぎ
に
よ
る
多
大
な

被
害
を
被
っ
て
い
る
等
を
挙
げ
て
い
る
。

　
第
４
部
は
、
将
来
に
向
け
て
過
去
か
ら

現
在
の
破
滅
の
要
因
分
析
を
総
合
的
に
行

う
。
大
企
業
と
環
境
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

企
業
に
よ
る
環
境
破
壊
は
利
益
追
求
の
観

点
か
ら
で
あ
り
、
環
境
を
保
全
す
る
た
め

に
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
っ
て
も
消
費
者
が

選
好
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
収
益
が
上
が
る

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
む
の
も
企
業
で
あ

る
な
ど
筆
者
の
企
業
で
の
活
動
経
験
に
基

づ
き
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
。
大
企
業

と
の
積
極
的
な
関
わ
り
な
く
し
て
世
界
の

環
境
問
題
の
解
決
は
不
可
能
と
す
る
筆
者

の
現
実
主
義
的
な
意
見
で
あ
る
。
最
後
に

資
源
問
題
、
有
害
物
質
、
人
目
問
題
等
の

深
刻
な
1
2
の
環
境
問
題
を
挙
げ
、
悲
観
で

は
な
く
、
将
来
へ
の
希
望
（
筆
者
は
自
ら

を
慎
重
な
楽
天
主
義
者
と
し
て
い
る
）
を

示
し
て
終
わ
る
。

　
第
２
部
、
３
部
は
歴
史
や
地
理
の
読
み

物
と
し
て
も
面
白
く
、
第
４
部
で
は
筆
者

は
ヒ
ン
ト
を
示
し
な
が
ら
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
を
読
者
に
考
え
さ
せ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
で
は
環
境
問
題

も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
組
な
し
に
は
解
決
不

可
能
で
あ
る
。
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